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談 ・話 室

肩 の凝 らないSI単 位 考

理学部 狙 初ξ 道 夫(豊 中4202)

本誌が皆様の詮手許に届け られる前に、ゲラ刷校正を編集委員が手分け して行います。本誌の性格上

あまり堅苦 しい投稿規程を設けるべきではないという点では.編 集委員会でも一致 しているのですが、

物理量や単位の書き方、特に図や表に関 しては、国際単位系(SI単 位)か ら著 しく逸脱 している原稿

が多いのが現状です。最少限の努力として.ゲ ラ刷校正の段階で、本文中に現われる物理量をイタリッ

ク体、単位を立体に指定することにしていますが、図表には手を加えて澄 りませんも

さる編集委員会でこの問題を話 し合 ったことがありまず。たかが単位の問題であ り、内容が立派であ

ればいちいちめくじらを立 てることも画 るまいとの意見 もありま した 。またさまざまな分野の読者がい

るの窄から現状を可 とする意見 もありました。しかし考えてみますと、さまざまな分野の入々が目を通

す雑誌だからこそ、誰が読んでも理解できる最少限の約束事が要求される.ことも事実です。かって関集

三先生(現 関西学院大学理学部)の 依頼で、「SI単 位 と物理 ・化学量 」(化学同人)を 共訳 したこと

があります。この本は、関先生が準委員をされていたIUPACの 記号 ・術語p単 位委員会の委員長

M.L.McGlashan教 授の著で、SI単 位誕生の背後の思想もくみ取れ、拙訳ではありますが読んで毎

もしろいものと思われます。そんなわけで、肩の こらないSIの 話でも書いてみればという白羽か黒羽

か知b・ませんが矢が私に立ちました。訳本にして130頁 程のものを、ここであらためて抄録する気持.

はさらさらありません。SI単 位も厳密を期そうとしますと、あんがい堅苦 しい ものですから、極 く勘

むざっぱな約束事だけを書きます。今後、本誌に執筆される方々の御参考になれば幸です。

ここにこんな文章があったとします 。「理想気体の圧力、体積をA,Tと す ると、温度0に 冷ける物

質量Bの 気体の状態方程式はAT=BKOと なる。ただしKは 気体定数である。」この表現は間違って

いるわけではないのですが少し奇異に感.じ倭す。むそらくこの文章を書いた人は国粋主義者で、物理量

を表わす記号に日本語の頭文字をアルフ アベ ットにな澄して使用 したものと思われます。 しか しここで、

対応す る物理量の記 号 をP,γ,7,π,Rと 書き代えイタ リック体で表わし、Pγ 冨"RTと すると

大方の納得が得 られるものと思います。要するに慣習の問題であり、暗黙の約束事が読者に通 じたわけ

です。現在のように研究分野が広がり、それにっれて情報量が増えた段階 で.一 義的に術語や記号を統

一することは不可能ですが、各分野 の国際的な親組織や機関で、推奨する術語や記号を提案し、出来る

だけ共通部分が多 くなるよう国際的な努力がなされています 。

本誌のバックナンバーを眺めて一番多い約束違反は、物理量をイタリック体にせずに立体で表わ して

いることと、図表の見出しです。「股の物理量をイタリック体にし、ベク トノレ量をイタリックのゴチッ

ク体、テンソル量をイタリックのサンセ リフ体、単位を立体で表わすようにしたら、見違える程読み易
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くなる ものでず。図表 の間違いは、 「物理量(単 位)」 とい う書 き方です。た とえば、温度や磁場を表

わす のにT(K)やH(kG)と 書 いている方が大部分 ですが、 これは明 らかに違反行為で、た とえT(K)

H(kG)と 物 理量をイタ リック体に直 して も救われませ ん。図や表では次元の無 い数値 を記す ことにな

っていますので、必ず物理量を単位で割 ることにな っています 。ですふ らT/Kや 石レkGが 正 しいわけ

です 。

物理量 をイタ リック体 で表 わすわけ ですか ら、たとえば定 圧熱容量はCρ と疫 わ、下付 のρもイタリッ

ク体 とな 歴 す。 しか'し、キ ュリー温度 やネール温度 の場合は 、下付文字 が固有名詞の頭文字でずか ら
ご

恥 、7hと なるわけで、TC、7'1>と 書 いたら間違い です。

SIに は七 つの基本単位(長 さm、 質量kg、 時間s、 電流A、 熱 力学的温度K、 物質量mo1、 光 度cd)

と補 助単位(平 面角rad、 立 体角sr)が あ り、基本単 位か ら誘導 されたSI組 立(又 は誘導)単 位 とSI

接頭 語(ミ リm.ナ ノn、 キロk、 メガMな ど)が 使用されます。 さすがに温度KをQKと 書 く人 は減 り

ま したが、時間 の秒 を表わすのに、sの 代 わ りにsecを 用 いている人は まだ相当い ます。

SIを 設定す るに当って最大の 自己矛盾 であ 砂、失策は、質量 の基本単位 にキ ログ ラム㎏ とい う名称 と

記号 を選んだ ことです 。本来 な らキ ログラムの千分の一や千倍 を表わす には、 接 頭 語 の ミリmや キロk

を用い るべ きですか らmkgやkkgと な るはず ですが、接頭語は一つ しか使用で きませんので例 外的に9

やMg(メ ガ グラム)と します 。二文字か ら成 るkgと い う基本単位のkを 、実は接頭語 として用い ざる

を得ない ところに矛盾 があ るわけです。

・SI組 立単位 にはさ凌ざまな ものがあ りますが、要は汎用される物理 量の単位に愛称 をつけた もので 、

た とえば周波数s1をHz(ヘ ル ッ)、 エネルギーkg士n2s轄2を 」(ジ ュール)、 電荷ASをC(ク ー

ロン)な どと呼ぶ ことを意味 し窪す。 この他に も、.N(ニ ュー トン,力)、W(ワ ッ ト,仕 事率)、Pa

(パ ス カル,圧 力)、V(ボ ル ト,電 位差)、 Ω(オ ーム,電 気抵抗)、S(ジ ー メンス,コ ンダクタン

ス)、F(フ ァ ラヅ ド,電 気容量)、Wb(ウ ェーバー,磁 束)、H(ヘ ン リー,イ ンダクタンス)、T

(テ ス ラー,磁 束密度)な どなじみ深い単位が あ ります。

皆さん が よく使われる単位 としてdyn(ダ イ ン,1r5N)、bar(バ ール,105Pa)・erg(エ ル ク;

10-7」)、G(ガ ウス,104T)な ど があ りますが、 これ らは非SI単 位 であ り、いずれ は廃止 の運

命 にあ ると考え てお くべ きで しよう。

NMRの 緩和時間か ら活性化 エネル← を求める場 合に 、図 の横軸 を温度の逆数 、あるいはその千倍に し

たい ことがあ り、表現に苦 しん で齢 られ るよ うです 。先に、図表では物理量 を単位 で割 って無 次元の数

値 にす べきだと書 き寮 したが.実 は逆に して もよいのです。でずか らわ ざわ ざ(1/T)/K臼1や 丁一1/

K-1と しな くともK/7と す れば よ く、(1000/T)/Kl-1の 場 合はk斑7と 書 きます。

自然対数や常用 対数を表 わす場 合に、、物理量のみを記 して、1nρ やlogTと 書 く例が多いです が、無次

元数以外の対数は取れ ないので 、ln(ρ/N血 一2).、1R(ρ/Pa)、lo9(7/K)な どと表わすのが

正 しいわけです。

単位 と混 同されやすい ものに電子 ボル ト(eV)と 統一原子質量単位(u)が あ り葦す 。前者は 「エネル

ギーの単位 」として用 い られ る例 があり盛すが.正 しくは陽子電荷 θなる物理量 と電位差 の単位Vの 積

6Vで ナ 。これは約1.6022×10-19」 に相 当 します。後者 は 「質量の単位 」とみなされ てい るようです

が、正 』しくはア ボガ ドロ定数 乙の逆数 と単位gmor1の 積L-lgmor1を 意 味 してい ます。
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最後に筆者 の専門分野 である熱 力牽につい て一言 します と、calK:・1mor1の ことをe.U.(エ ソ トロピー

ユニッ ト)と 呼ぶ人がいますが これは間違いです。これは真空 中の光速を2 .997×108m6}1の 代 り

にrag97.108速 さ単位 」と言。劾 、人の背丈 を 「何 ・高 さ単位 」と表現焔 ことと同 じことに

な ります 。また同 じ次元 を持つ熱容量 や気体定数の場合にe.u.を 用 い ないわ けですか ら、e.u.を 「単

位 」として用いた人の無神経 さが よ くわか ります。

単 位質量 の物質 を1K温 度上昇 させるのに必要 な熱量 の ことを 「比熱 」と呼んだ ことがあ り、現在で

も広 く使われ ていますが、正 し くは比熱容 量で あり、単位 物質量当 りの熱容量をモル熱容量 と言います。

SI単 位 では 「比(specific)」 お よび 「モル(molar)」 とい う接 頭語で、 それぞれ質量当 り澄よび

物質量当 りの物理量 を表 わす約束になっています。 しかし日本 語は不便なのか、それとも適当な訳語がな

い のか、た とえばrelativepermittivityを 比 誘電率,relativepemleabilityを 比 透磁率、

condUctivityを 比 伝導度 と訳 しています。

これまでの 「低温セ ンター だより 」を見 なが ら、気づいた点をい ぐつか拾い上 げて書いてみま したが、

要は広い層の読者が出来 るだけ容易に相互理解するととを願 って、最少限の約束事 を守 ってほ しいの一

言につきまナ 。しか もその約束事が、本誌専用の ものでな く、長年 の国際協 力に よっては じめて達成さ

れたSI単 位に少 しで も近い ものをと願 って、い ささか長い文 を書いた次第です。
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